
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,890 単位時間 720 単位時間 237 単位時間 1,170 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

60 人 43 人 人 26 % 24 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和8年7月31日

〒164-8787

03-3360-8881
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人小山学園 昭和49年10月17日 山本　匡 東京都中野区中野６－２１－１６
〒164-0001

03-3360-8831

専門学校
東京テクニカルカレッジ

昭和62年3月27日 白井雅哲 東京都中野 区東中野４－２－３

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業 工業専門課程 バイオテクノロジー科 平成7年文部省告示第7号 - 平成　２６年　３月　３１日

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
食品・化成品・医薬品・医療等の「人の命と健康」に直接関連する各産業分野をターゲットとし、そこでの研究・開発・生産の仕事につく技術者を育成する。特に基盤となる
二つの分析技術（化学分析技術、生物分析技術）を学び、人々の命と健康を守る分析技術者、生産技術者育成を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
中級バイオ技術者認定、上級バイオ技術者認定、毒物劇物取扱責任者、危険物取扱者、有機溶剤作業主任者、特定化学物質・四アルキル鉛等作業主任者

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

11

（令和7年度卒業生）

15
■地元就職者数 (F) 10
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

67

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 19
■就職希望者数 (D)　　　　　： 15
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和7年5月1日時点の情報）

■主な就職先、業界等

食品・医薬・化学業界（品質管理、研究開発、研究支援、分析等）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://tec.ttc.ac.jp/departments/data-processing

79
■進学者数 0
■その他

4名

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,890

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 210

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

8

うち必修授業時数 210

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 210

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

②

③

③

②

③

②

①

（年間の開催数及び開催時期）

小林　健人

大江 宏明

白井 雅哲

甲田 竜雄 

多賀　大真

松井 奈美子

今野 祐二

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

特定非営利活動法人NPOフュージョン長池

日本バイオ技術教育学会

専門学校東京テクニカルカレッジ
校長
専門学校東京テクニカルカレッジ
副校長・環境テクノロジー科科長

専門学校東京テクニカルカレッジ
バイオテクノロジー科科長
専門学校東京テクニカルカレッジ
環境テクノロジー科

専門学校東京テクニカルカレッジ
学務室長

井上 綾子
専門学校東京テクニカルカレッジ
環境テクノロジー科　主任

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

藤沼　俊則
フォーネスライフ株式会社
NECソリューションイノベータ株式会社

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

名　前 所　　　属 任期

佐々　義子 特定非営利活動法人 くらしとバイオプラザ21
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本科における教育課程の編成においては、バイオテクノロジー分野の実務者として必要とされる基礎的素養を身に付けさ
せることはもちろん、業界動向ならびに新技術の動向等もふまえて必要とされる知識・スキルを修得させることを目標として
いる。このことを実現させるために、また、形骸化しがちな資格偏重教育に陥らないための教授法や教材開発のために、本
科では、業界諸団体等の意見を積極的に活かし、職業実践的かつ専門的能力育成に必要な内容を科目に落とし込むため
に、外部の関係者との間に密接な情報交換の場である「教育課程編成委員会」を設け、カリキュラム編成の参考にする体
制を組織的に構築している。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本科では、上記（１）で掲げた基本方針を実現させるために、かねてより卒業生が在籍する企業等との間に「バイオ系高度
教育研究会」を設け、カリキュラムやシラバスの立案や教材開発、学生の成績評価にご協力を頂いてきた。この委員会は、
本科の人材目標とカリキュラムの整合性の確認や、輩出した卒業生の業界での活動実態を把握することも目的の一つとし
てきたが、今般、この「専門部会」を、職業実践専門課程の申請にあたって「バイオ・環境系教育課程編成委員会」と命名変
更し、あらたに教育活動基盤形成のための組織として位置付けることとした。
当委員会の使命は、これまで同様、カリキュラムやシラバスの立案や教材開発、学生の成績評価であるが、今後はより企
業との連携を前面に打ち出し、実習・演習科目において更なる充実を図ることとしている。なお、本委員会は、組織上は副
校長の直下に組織され、校長を委員長として業界団体や有識者、企業関係者などの外部委員の他、企画部部長、科長を
内部委員として本科の教務関係の検討を行い、理事会への諮問をもってカリキュラムの変更等の承認を得る重要組織とし
て位置付ける。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

池上　正人
元　特定非営利活動法人 日本バイオ技術教育学会理
事長

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

令和8年7月9日現在

立田　由里子 理化学研究所
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

大藤　道衛 日本バイオベンチャー推進協会
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

青栁　誠 水ingAM株式会社
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

市川　和登 元 大手エネルギー会社
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）



微生物学基礎実習

科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

企業連携の方法

応用バイオ化学実験１
（遺伝子工学）

Bio-Consulting　Japan

応用微生物学実習

㈱光英科学研究所

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　本校では、教育活動の形骸化を防止するためには、まずは上記の教育課程編成委員会等において現在のカリキュラムや
授業内容等をチェックして頂く事が必要であると考えているが、併せてその実施にあたっても企業からの協力が欠かせない
と考えている。
具体的には、カリキュラムの中に企業連携科目を組み込み、その科目の前後の科目とも有機的に連携させ、入学から卒業
に至る一連のプロセスの成果として表れるようにすべきと考えている。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

本科における教育課程の編成においては、バイオテクノロジー技術者に求められる基礎的素養を身に付けさせることはもち
ろん、業界動向ならびに新技術の動向等も踏まえて必要とされる知識・スキルを修得させることを目標としている。このこと
を実現させるために、また、形骸化しがちな資格偏重教育に陥らないために、教授法や教材開発を重視している。本科で
は、業界諸団体等の意見を積極的に活かし、職業実践的かつ専門的能力育成に必要な内容を科目に落とし込むために、
外部の関係者との間に密接な情報交換の場である「教育課程編成委員会」を設け、カリキュラム編成の参考にする体制を
組織的に構築している。
今年度は、実験動物の飼育環境・倫理的観点から一部カリキュラム変更について検討案を作成、提案を実施し関係省庁の
認可を受けることができた。来年度入学者より当該カリキュラムにて実施することとなった。

㈱光英科学研究所

年2回　（上半期１回、下半期１回）

科　目　名 連　携　企　業　等

（開催日時（実績））
第１回　令和7年７月18日　１５：００～17：00
第２回　令和7年12月4日　１５：００～17：00

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

バイオテクノロジーにおいて細胞取り扱いが重要なスキルとなっているが、その基本となるのは微生物の取り扱い技術であ
る。基盤となる基本技術と実際の製品製造での微生物利用技術とのつながりに関して企業との連携をおこない技術スキ
ル・知識を向上しようとしている。また遺伝子の取り扱い技術は、医療・医薬開発研究にとどまらず、食品や様々な生物関連
素材、製品の生産、品質管理などに普遍的に利用される技術となっている。様々な応用分野があるため、このような企業と
の技術連携経験を多数持つ企業と連携することで、幅広い分野に対応しうる基盤となる遺伝子取り扱い技術の習得を目指
している。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

授業内容およびレクチャー
などの内容を監修および評
価

微生物を扱う上で必要な基礎知識・技術
の習得を目的とする。特に無菌操作は遺
伝子工学実験、細胞培養、植物組織培養
など今後の実験に欠かせない技術になる
ので、知識だけでなく確実に操作できるよ
うにする。

授業内容およびレクチャー
方法・実務活用方法などを
監修および評価。

微生物を扱う上で必要な基礎知識・技
術、およびそれらを活用し、食品業界など
の、検査や品質管理技術を身につける。

　この科目は、企業連携科
目であり、企業からの実務
手法の教授とアドバイス、
制作物（要件定義）の評価
を受ける。

大腸菌K12株を用いた遺伝子組換え実験を行
います。実験を通じて、無菌操作、大腸菌の培
養、ﾏｲｸﾛﾋﾟﾍﾟｯﾄ操作、ﾇｸﾚｱｰｾﾞの混入を防い
だ実験手法、ﾏｲｸﾛｱｯｾｲ方法、ｱｶﾞﾛｰｽ電気泳
動などの遺伝子組換え実験に必須の技術を
修得します。実験は、「遺伝子組換え生物の仕
様等の規制による生物の多様性の確保に関
する法律」を遵守し文部科学省「教育目的遺伝
子組換え実験」の範囲にて、実験を行う学生
の安全ならびに学内外の環境への影響に配
慮して、文部科学省バイオハザード物理的封
込めP1レベルに適合する施設（405実験室）に
て実施



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

日本バイオ技術教育学会オンラインセミナー2025 ゲノム
編集食品最前線Pｓｒｔ2 　２回目

連携企業等：
NPO法人日本バイオ技術
教育学会

2025年11月6日 対象： 松井

当校当科の教育内容・教授法の充実に向け、ゲノム編集食品の研究に関する最新情報を得る

Bio-Consulting　Japan

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
　本校では、専門学校の教員には実務、学術、教授力の3つの要素が欠かせないと考えており、そのそれぞれの専門性を向上させるためには、現状
の能力等を適切に評価し、改善点を明確にした上で、適宜研修等による育成策を実施しなければならないと考えている。
  以上の様な考え方に基づき、本校では各教職員の適性や要スキルアップ項目等を見極めた上で、「小山学園研修規定」ならびに「東京テクニカル
カレッジ教職員研修方針」、「同 教員研究方針」に基づき、研修・研究計画の立案や実施を行っている。具体的な内容としては、主に企業や団体に
依頼する形で実施される「専門性向上研修」や「教授法研修」、学内での集合研修が中心となる「教育界認識研修」などがあげられる。これらの研修
は、年度計画に基づいた校長指示により実施されるが、教職員自らが自己研鑽に務めることを目的として自ら研修・研究の実施を希望する場合に
おいても、校長判断によりこれを認めることがある。

（２）研修等の実績

日本バイオ技術教育学会オンラインセミナー2026　科学リ
テラシーをどう育てる？　1回目

連携企業等：
NPO法人日本バイオ技術
教育学会

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

「第13回教育活動報告会」 連携企業等： コンソーシアムTokyo

2025年9月18日 対象： 松井・川内

①専攻分野における実務に関する研修等

当校当科の教育内容・教授法の充実に向け、加盟専門学校各校の教育活動を知る。

日本バイオ技術教育学会オンラインセミナー2025 ゲノム
編集食品最前線Pｓｒｔ2 　1回目

応用バイオ化学実験４
（遺伝子発現実験）

Bio-Consulting　Japan

連携企業等：
NPO法人日本バイオ技術
教育学会

「教授力向上研修」 連携企業等： コンソーシアムTokyo

2025年8月20日・22日 対象： 菅井

2025年6月11日 対象： 松井

当校当科の教育内容・教授法の充実に向け、ゲノム編集食品の研究に関する最新情報を得る

②指導力の修得・向上のための研修等

当科の教育内容・教授法の充実に向け、加盟専門学校各校の教育活動を知る研修

2026年9月2日 対象： 松井・川内・大江

当校当科の教育内容・教授法の充実に向け、科学リテラシーの考え方や技法を身につける

バイオ総合実験1

　この科目は、遺伝子分野
における、企業からの実務
手法の教授とアドバイス、
および発表、卒業論文の評
価を受ける。

これまで学んだ遺伝子（核酸）取扱い技術
をもとに、PCRを用いてさらに遺伝子を増
幅、解析する技術を学びます。また医薬
品や治療法開発、再生医療研究で重要と
なる細胞分析法や利用法を身に着けま
す。また実際の生物素材と微生物を応用
した食品加工技術を学び、その品質分析
を通して加工技術と製品品質の関連性に
ついて学びます。

　この科目は、企業連携科
目であり、企業からの実務
手法の教授とアドバイス、
制作物（要件定義）の評価
を受ける。

ﾌﾟﾗｽﾞﾐﾄﾞを構築し、大腸菌K12株を用いた
遺伝子組換え実験を行います。実験を通
じて、無菌操作、ﾇｸﾚｱｰｾﾞの混入を防い
だﾏｲｸﾛｱｯｾｲ実験操作、ｱｶﾞﾛｰｽ電気泳動
によるDNA解析、PAGE（ﾎﾟﾘｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞｹﾞﾙ
電気泳動）による発現ﾀﾝﾊﾟｸ質解析など遺
伝子発現実験に必須の技術を修得しま
す。実験は、「遺伝子組換え生物等の仕
様等の規制による生物の多様性の確保
に関する法律」を遵守し文部科学省「教育
目的遺伝子組換え実験」の範囲にて、実
験を行う学生の安全ならびに学内外の環
境への影響に配慮して、文部科学省バイ
オハザード物理的封込めP1レベルに適合
する施設（405実験室）にて実施します



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

種別

卒業生

卒業生

卒業生

保護者

保護者

2026年9月14日 対象： 松井・川内・大江

当校当科の教育内容・教授法の充実に向け、科学リテラシーの考え方や技法を身につける

（３）学校関係者評価結果の活用状況

本校では、「専修学校における学校評価ガイドライン（専門学校等評価機構）」に準拠する形で「自己評価報告」を行ってお
り、これを元に学校関係者評価委員会を開催している。委員会において指摘された箇所については、校として必要な取り組
みは校長、学科として必要な取り組みは科長を責任者として、指摘事項の改善を図ることとしている。
例えば、２０００年以来専門知識・技術の習得のために９０分間毎の授業評価を実施するなど履修改革に取り組んできた
が、その一方自ら問題を発見し解決する能力などの開発も重要であるとの指摘を受けてきた。そうした指摘をふまえて、
PBLの手法を取り込んだ問題解決型授業「リアルジョブプロジェクト（以下RJP）」の創設・実施に取り組んできた。RJPに関し
ては、半期に一度の委員会において進捗状況を報告するとともに、年度末に成果報告を高覧いただき、その都度意見をい
ただき改善に努めてきた。その成果として、学科横断・企業連携による学内カフェ開設を達成し、学生の問題解決能力等の
向上を図ることができた。また、RJPを正規科目として登録する際には、PBLにおいてそのプロセスを公正に評価する方法
が必要との指摘を受けて、授業毎・期毎・年度毎の３種類のルーブリック評価票を開発し、学習の成果ならびに学生の成長
を見える化することに取り組んできた。
また卒業生委員からは、卒業生と学校、卒業生同士のつながりが弱いとの指摘を受けた。それをふまえて、平成２８年度か
ら卒業後１年・５年・９年経った卒業生を対象に「卒業生調査」を実施、学習成果を確認するとともに学内改善の基礎資料と
することとした。また同時に同窓会の活性化に向けてあらためて取組みを開始した。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（９）法令等の遵守 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準9 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準10 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 －

（１）教育理念・目標 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準1 教育理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準2 学校運営
（３）教育活動 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準3 教育活動
（４）学修成果 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準4 学修成果
（５）学生支援 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準5 学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

「第14回教育活動報告会」 連携企業等： コンソーシアムTokyo

2026年9月16日 対象： 松井・川内・大江

日本バイオ技術教育学会オンラインセミナー2026　科学リ
テラシーをどう育てる？　2回目

連携企業等：

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
本校では、職業教育を旨とする高等教育機関として、各業界において必要とされる人材の育成を関係業界等のニーズを踏
まえ目標化する。教育成果を評価しているかについて適切な説明責任を果たすために、どの様な理念のもとで教育活動を
行なっているのか、また業界との相互の課題やニーズ等の共有化に向けて、教育活動のみならず学校運営の状況を公表
する。そして、関係する企業、職能団体等、卒業生、在校生保護者、地域の方や自治体関連部署等の評価を受け、その結
果に教育活動、学校運営の改善を図ることにより高等教育機関としての責任を果たすことを目的に学校関係者評価を行う
ことを基本方針とする。なお、評価者として企業役員、関連諸団体の役職者等に積極的に参画いただき、職業に必要な知
識・技能・態度に係わる質保証の視点を踏まえた評価の精度を上げることも方針とする。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

当科の教育内容・教授法の充実に向け、加盟専門学校各校の教育活動を知る研修

NPO法人日本バイオ技術
教育学会

常井　順司 株式会社Mizuiro
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

澤坂　智之 株式会社Artisan
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

（６）教育環境 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準6 教育環境
（７）学生の受入れ募集 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準7 学生の募集と受入れ
（８）財務 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準8 財務

名　前 所　　　属 任期

※（１０）及び（１１）については任意記載。

フォーネスライフ株式会社
NECソリューションイノベータ株式会社

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

楡井　真実 建築監督科　保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

阿井 恵美 ゲームプログラミング科　保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

藤沼　俊則



企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

地域東中野五丁目小滝町会
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

島田　祐輔
エーピージーエム　デザインアトリエ
法政大学大学院デザイン工学研究科

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

杉岡　充敏 株式会社グッドニュース
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

松本　晴輝 株式会社進研アド
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

三浦　勝寛 株式会社リクルート
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

吉田　典子 株式会社B.T.P
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

岸　哲也

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（自己評価報告書）
URL： https://tec.ttc.ac.jp/
公表時期： 毎年7月31日を原則とする。

中山　典隆
有限会社 イプシロン
東京商工会議所 中野支部

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

杉山　司
桔梗ICTパートナーズ株式会社/特定非営利
活動法人 中野コンテンツネットワーク協会

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

佐々　義子 特定非営利活動法人 くらしとバイオプラザ21
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（任期２年）

（２）各学科等の教育 ﾃｸﾆｶﾙHP > 学科紹介

（３）教職員 ﾃｸﾆｶﾙHP > 公開情報

（４）キャリア教育・実践的職業教育 ﾃｸﾆｶﾙHP > 就職・資格 > 就職サポート体制

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校では、実践的な職業教育を行う教育機関として、関係業界等のニーズを踏まえ、どのような理念・目的・目指す人材像
等を揚げて取り組んでいるか適切な説明を行う必要があるという認識のもと、「専門学校における情報提供等への取組に
関するガイドライン」に基づいた評価項目をもって、学校関係者に情報公開を積極的に行い、学内外に対して普遍的判断の
つく教育活動の透明性の証明の為に情報を公表する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
ﾃｸﾆｶﾙHP > 学校案内 > 教育理念
学園HP > 学園概要

（８）学校の財務 ﾃｸﾆｶﾙHP > 公開情報

（９）学校評価 ﾃｸﾆｶﾙHP > 公開情報

（１０）国際連携の状況
学園HP > 学園概要 > 海外姉妹校・協力校
ﾃｸﾆｶﾙHP > ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ > 海外短期留学研修SISP
ﾃｸﾆｶﾙHP > ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ > 建築・ｲﾝﾃﾘｱ海外研修

（５）様々な教育活動・教育環境
ﾃｸﾆｶﾙHP > 当校が選ばれる理由
学園HP > 教育への取組み

（６）学生の生活支援
学園HP > 入学案内・奨学金 > 奨学金/融資制度
ﾃｸﾆｶﾙHP >  ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
ﾃｸﾆｶﾙHP > 入学案内 > 学生寮のご案内

（７）学生納付金・修学支援
学園HP > 入学案内・奨学金
ﾃｸﾆｶﾙHP > 入学案内 > 学費・学費サポート



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://tec.ttc.ac.jp/
公表時期： 毎年7月31日を原則とする。

（１１）その他 　　―

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 〇
情報・AIリテラ

シー

情報社会において、データの扱い方、安全な利用、
著作権など法的·倫理的知識は必須であり、AIリテ
ラシーを学ぶ前段階の基礎となります。 ·生成AIの
時代となり、社会でも効率よく仕事をするためにも
生成AIの活用は不可欠です。
内容:(1) 情報社会の基礎·セキュリティ(2) 検索リ
テラシー(3) 著作権·引用·情報モラル ナーを学習
します。 (4) コンピュータを活用するのに最低限
知らなくてはならないこと(5)生成AIのメリットと
デメリット、活用のコマ

1
①

30 2 〇 〇 〇

2 〇
ライフテクノロ

ジー概論

前半では、生命観の変遷や生命の定義に触れなが
ら、バイオテクノロジーの基盤となる細胞の構造と
働きについて学びます。特に、細胞を構成する主要
な分子や遺伝子の基本的なしくみと役割を中心に扱
います。後半では、バイオテクノロジーが医療、環
境、エネルギー、食品などの分野でどのように応用
されているかを、具体的な事例を通じて学びます。
遺伝子組換え技術やゲノム編集、ワクチン開発、遺
伝子と疾患の関係、人工臓器や臓器移植、再生医療
などに関するトピックを取り上げ、新聞記事や最新
の技術ニュースを教材として活用します。生命科学
の基礎から応用までを体系的に学び、科学技術と社

1
①

30 2 〇 〇 〇

3 〇 バイオ実験英語

バイオ実験英語では、発音や英作文などよりも「読
む」ことに重点を置いた学習を行います。本講座で
は専門用語の習得ならびに基本英文法の復習を行い
例文演習により知識の定着を計ります。

1
①

30 2 〇 〇 〇

4 〇 生物の基礎

7回目までは、生物を学ぶ第一歩として生命体が地
球に誕生してから、現在にいたるまでの進化の流れ
を理解し、その上で実際の生物体の構造、物質を通
した環境と生物の間のエネルギーのやり取りについ
て学びます。9回目～15回目は、生物の特徴、ヒト
の体の構造と機能、生殖、環境との関わりについ
て、その基礎を学びます。

1
①

30 2 〇 〇 〇

5 〇 基礎化学

物質の構造や状態、原子や分子の考え方から化学反
応にいたるまで、バイオテクノロジーで必要となる
基本的な化学を学びます。ここで学ぶ事項は、今後
受講する実験・実習、また毒劇等の資格取得におい
ても必要不可欠なものです。

1
②

30 2 〇 〇 〇

6 〇 バイオ基礎実習

15回目までは、グルコースや塩化ナトリウムを使用
し、簡単な試薬調製を行います。その際、実験を安
全に行うための知識、および器具名、それらの取り
扱い方を身につけると共に、実験ノートの取り方や
フローチャートの書き方を学びます。また16回～30
回目まではアミノ酸、タンパク質などの物質の性
質、特徴をふまえた取り扱いを学びます。精製方法
（クロマトグラフィー）の種類、タンパク質定量の
種類、電気泳動の種類を学ぶとともに、それらの一
部の実験技術を用いて技術を身につけます。また、
生体から目的物質を抽出・精製・解析するといった
総合的な実験の流れを理解し、何を目的としてどん
な実験をするべきなのか理解する事を目的としま
す。

1
①

90 3 〇 〇 〇

授業科目等の概要
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7 〇 生物有機化学

炭素C,水素H,酸素O,窒素Nを構成基本元素とする有
機化合物（炭素化合物） の結合様式と特徴につい
て、それぞれを特徴的なグループに別けて構造、化
学的・物理的性質、化学反応やその特性などについ
て学びます。これらを踏まえて、生体を構成する元
素ならびに生体高分子の種類、さらに生体成分の中
心である水の分子構造と性質、生体高分子の中で主
要な役割を担っているタンパク質の分子構造を学び
ます。

1
②

30 2 〇 〇 〇

8 〇 実験動物技術

実験動物に限らず動物を取り扱う上で最も大切な動
物福祉の考え方を学んだ上で、実験動物の分類や系
統について学びます。また、マウス、ラットを中心
に飼育方法、各種の実験手技について学びます。

1
②

30 2 〇 〇 〇

9 〇 微生物学

この科目は、微生物学の基礎を学び、身の回りに存
在する多様な微生物の生理、生態、分類、そして利
用について理解することを目的とします。前半で
は、微生物の歴史から、環境との関わり、発酵や食
中毒といった身近なトピックを通して、微生物の基
礎知識を習得します。後半では、滅菌法や培養法と
いった微生物を扱う上で不可欠な技術を学び、さら
にメタゲノム研究といった最先端の応用研究につい
ても概説します。この科目を通じて、微生物が人類
の生活に役立つ存在であると同時に、感染症によっ
てヒトを脅かす存在でもあるという、両面性を深く
理解することを目指します。

1
②

30 2 〇 〇 〇

10 〇 動物学基礎実習

この講座では、基礎的な生物系実験を行うことに
よって実験計画と実施の重要性を理解し、実験動物
の飼育と実験手技を習得します。また、マウス生体
および豚胎児の解剖をによって動物の体構造への理
解を深めます。さらに、レポートの制作と読解に不
可欠な基本的な統計（基本統計量と平均値の差の検
定）について理解し、エクセルによる実際を身に付
けます。

1
②

15 1 〇 〇 〇

11 〇
バイオ化学実験

１

アミノ酸、タンパク質などの物質の性質、特徴をふ
まえた取り扱いを学びます。また、精製方法（クロ
マトグラフィー）の種類、タンパク質定量の種類、
電気泳動の種類を学ぶとともに、それらの一部の実
験技術を用いて技術を身につけます。また、生体か
ら目的物質を抽出・精製・解析するといった総合的
な実験の流れを理解し、何を目的としてどんな実験
をするべきなのか理解する事を目的とします。

1
②

30 2 〇 〇 〇

12 〇
リアルジョブプ
ロジェクト1

将来、実務において仕事を進めていくためには、専
門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コ
ミュニケーション能力などの「社会性（社会で活躍
する力）」を身につけていることが重要です。設定
した課題をどのように解決していくのか、他の学科
や企業との連携もふまえ、その解決策の「企画提
案」に取り組んでいきます。

1
②

15 1 〇 〇 〇

13 〇 校外実習1

小山学園在校生として人間性豊かで、技術力に富ん
だ技術者になることが望ましい。その中で、この研
修を通し、人間性を高めていくことが必要である。
団体生活の中で、自己を管理し、協調性を持って人
と作業を進めることができるようにする。

1
②

15 1 〇 〇 〇 〇

14 〇 生化学1

生体を構成する元素の種類ならびに生体高分子の種
類を学びます。次いで生体成分の中心である水の分
子構造と性質、生体高分子の中で酵素をはじめとす
る主要な役割を担っているタンパク質の分子構造と
性質について学びます。

1
③

30 2 〇 〇 〇 〇



15 〇 分子細胞生物学

核酸の構造、および遺伝子の発現機構を学びます。
とくに、セントラルドグマ、DNAとRNAの構造、DNA
複製、転写と翻訳までの過程を学びます。また後半
では分子生物学的手法を用いた核酸、タンパク質の
検出方法について学びます。さらに、細胞や生物個
体へ外来遺伝子を導入法やノックアウトマウス、
iPS細胞、ES細胞を用いた応用研究やクローン技術
について学びます。

1
③

30 2 〇 〇 〇

16 〇
微生物学基礎実

習

微生物の基本的な培養方法、取り扱い、微生物を用
いた検査や検定、同定方法を学びます。本実習で
は、バイオ分野で広く利用されている大腸菌、黄色
ブドウ球菌、酵母を用いて、基本的な培養、生菌数
測定・全菌数測定・顕微鏡での観察、染色による菌
の分類、保存といった技術の習得と共に、それらに
関わる基礎的な知識を得ます。また、ペーパーディ
スク法を用いた抗生物質の力価測定、乳酸菌を用い
た半嫌気培養をおこない、これらの技術習得と共に
基礎的な知識を得る事を目的とします。

1
③

90 3 〇 〇 〇 〇

17 〇
バイオ化学実験

2

酵素の性質、特徴をふまえた取り扱いを学びます。
本実習では、微生物の生体内から目的物質（酵素）
を抽出・濃縮・精製・解析するといった総合的な実
験を行います。抽出方法においては凍結融解による
溶菌、濃縮方法では凍結乾燥、精製法にはゲルろ過
クロマトグラフィー、解析方法ではSDS-PAGE（CBB
染色・銀染色）を使用し、目的物質を得るために、
どのような技法が有用なのか理解する事を目的とし
ます。

1
③

60 2 〇 〇 〇

18 〇
リアルジョブプ
ロジェクト2

将来、実務において仕事を進めていくためには、専
門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コ
ミュニケーション能力などの「社会性（社会で活躍
する力）」を身につけていることが重要です。前期
までに自分たちで考えた解決策にしたがい、仲間と
ともに解決策の実施に取り組んでいきます。

1
③

30 1 〇 〇 〇

19 〇 生化学2

生体物質の構造や性質ならびに生体物質の代謝に関
する知識は、食品・医薬業界、基礎研究分野、バイ
オ支援産業などバイオ業界の幅広い分野で仕事をす
る上に必要不可欠な知識となります。本講義では、
生体物質の分子構造と性質について学びます。さら
に、生体物質の代謝や生体内でのエネルギー合成に
ついて学びます。

1
②

30 2 〇 〇 〇 〇

20 〇 遺伝子工学技術

遺伝子クローニング実験、遺伝子解析実験に必須な
技術の原理を学ぶことは、遺伝子解析研究分野、バ
イオ研究支援分野で必須となります。DNA分子ク
ローニングに必要な酵素、宿主・ベクター、ライブ
ラリーとスクリーニング技術の原理、更にDNA&RNA
の抽出技術およびPCR、電気泳動、ハイブリダイ
ゼーション、DNAシーケンシングの原理を学びま
す。

1
④

30 2 〇 〇 〇 〇

21 〇 食品化学

食品は生きていく上で欠かすことはできない。食品
に対する科学的な見方、考え方、含まれる栄養素に
ついての知識は、生理学、栄養学、医学などと関連
し、ﾊﾞｲｵ分野においても必須の基本知識である。本
講義では食品を学ぶ意義とその持つ全体的な特性を
理解する。その後食品中に含まれる重要な物質であ
る水、五大栄養素の構造や役割について学ぶ。

1
④

30 2 〇 〇 〇

22 〇
応用微生物学実

習

微生物を用いた検査や検定、同定方法を学びます。
本実習では、食品衛生指針に基づいた大腸菌群検
査、乳酸菌を用いた嫌気培養、菌の増殖曲線作成を
おこない、これらの技術習得と共に基礎的な知識を
得る事を目的とします。

1
④

30 1 〇 〇 〇 〇



23 〇
バイオ化学実験

3

卒業研究を見据えたテーマ実習を行います。各自
テーマを決めますが、2期3期4期で学んだ抽出方
法、精製方法、解析方法を使用した実験のみを行い
ます。物質の性質、特徴をふまえた抽出方法、精製
方法、解析方法の再確認、実験技術の検討方法など
学んできたことを学生が主査し方針を決め実験を取
り行う。また、発表においてのレジュメの書き方、
効果的なパワーポイントのつくり方、発表の仕方な
どを理解し、技術取得することを目的とします。

1
④

60 2 〇 〇 〇

24 〇
細胞工学基礎実

習

本実習では、接着細胞であるHeLa細胞を扱い、培地
の調製、無菌操作、継代、凍結保存といった細胞培
養の基本的な技術を習得します。これらの実習を通
して、科学研究に不可欠な再現性、正確性、信頼性
の高い細胞培養技術を身につけます。

1
④

30 1 〇 〇 〇

25 〇
リアルジョブプ
ロジェクト3

将来、実務において仕事を進めていくためには、専
門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コ
ミュニケーション能力などの「社会性（社会で活躍
する力）」を身につけていることが重要です。前期
までに自分たちで考えた解決策にしたがい、仲間と
ともに解決策の実施に取り組んでいきます。

1
④

30 1 〇 〇 〇

26 〇 生化学3

代謝や酵素は生命維持に欠かせないものであり、バ
イオテクノロジーの分野でも広く利用されている。
生化学を学習し、バイオテクノロジーの技術を習得
するにはこれらの知識が必要である。学習内容：代
謝の概略を理解するとともに、酵素の基本的な性質
や酵素反応、酵素反応の調節機構について学ぶ。

2
①

30 2 〇 〇 〇

27 〇 分析化学

分析化学のうち、まず物質分析の基本となる化学反
応の理解と、化学分析（定性および定量分析、容量
分析の基本）について、その理論的考察ならびに演
習を行います。つぎに測定装置を用いる機器分析法
について、バイオテクノロジーで必須のｐHの測定
を題材に、物理分析の基本である電極による測定に
ついてまず学びます。そして電磁波を用いた分光分
析について再度確認し、さらに蛍光分析、発光分
析、赤外線、X線、そして核磁気共鳴や質量分析な
ど現代の分析・測定で必須となる機器分析方法につ
いて概要を学びます。

2
①

30 2 〇 〇 〇

28 〇
植物バイオテク

ノロジー

光合成、呼吸、生長と分化、植物ﾎﾙﾓﾝの作用につい
て学び、さらに農学的視点での品種改良技術、植物
の病原微生物とその防除法について学びます。植物
には分化全能性(totipotency)という、分化細胞か
ら脱分化し、カルスを経由して個体を再生する特有
の能力があることを理解してください。この科目で
は、細胞工学や遺伝子工学技術を用いた品種改良法
を学びます。また、遺伝子組換え技術やゲノム編集
で開発された食品に関しては、技術だけでなく、ど
のように安全性評価を行っているのかそのしくみを
学びます。

2
①

30 2 〇 〇 〇

29 〇
基礎統計（実験
データ・品質管

理）

本講座ではエクセルを用いて基本的な統計処理の手
法を理解します。また生物顕微鏡及び実体顕微鏡の
仕組み、使い方、代表的な染色方法について学びま
す。この講座ではＱＣ７道具と呼ばれる統計的解析
の解説とともにエクセルを用いた実際の手法を学び
ます。また、企業における製品作り、仕事に対する
心構えと姿勢について学びます。

1
②

30 2 〇 〇 〇



30 〇
応用バイオ化学

実験1

大腸菌K12株を用いた遺伝子組換え実験を行いま
す。実験を通じて、無菌操作、大腸菌の培養、ﾏｲｸﾛ
ﾋﾟﾍﾟｯﾄ操作、ﾇｸﾚｱｰｾﾞの混入を防いだ実験手法、ﾏｲｸ
ﾛｱｯｾｲ方法、ｱｶﾞﾛｰｽ電気泳動などの遺伝子組換え実
験に必須の技術を修得します。実験は、「遺伝子組
換え生物の仕様等の規制による生物の多様性の確保
に関する法律」を遵守し文部科学省「教育目的遺伝
子組換え実験」の範囲にて、実験を行う学生の安全
ならびに学内外の環境への影響に配慮して、文部科
学省バイオハザード物理的封込めP1レベルに適合す
る施設（405実験室）にて実施します。

2
①

60 2 〇 〇 〇 〇

31 〇
応用バイオ化学

実験2

本実験では、主として食品素材を題材にして、そこ
に含まれる各種基本成分の定性・定量分析法、品質
評価法について学びます。

2
②

60 2 〇 〇 〇

32 〇 校外実習2

小山学園在校生として人間性豊かで、技術力に富ん
だ技術者になることが望ましい。その中で、この研
修を通し、人間性を高めていくことが必要である。
団体生活の中で、自己を管理し、協調性を持って人
と作業を進めることができるようにする。

2
②

30 1 〇 〇 〇

33 〇 細胞工学技術

細胞に関する基本的事項（構造、機能、細胞内反
応）と技術項目として細胞培養の基礎と応用を学習
します。さらに細胞を用いた創薬への取り組みにつ
いても紹介します。

2
②

30 2 〇 〇 〇

34 〇 分離精製技術

バイオ生産物の有する特徴と、その特徴を損なわず
に目的産物を得るための分離・精製に関する原理・
手法について学びます。主要な分離精製技術につい
てその概要を理解し、分離と精製の実務において、
基本的な分離計画が作成できるようになることを目
標としています。

2
②

30 2 〇 〇 〇

35 〇
応用バイオ化学

実験3

実験を通じて通常使用している酵素を使った測定法
（測定条件：反応時間、温度、ｐH）がどのような
基礎的実験データーをもとに決められているかを理
解することができるようになります。また、座学の
酵素化学及びバイオ技術者中級試験問題内容や原理
を、実験を行う事によってより理解できるようにな
ります。その他、酵素を応用利用した分析技術
(ELISA、ウェスタンブロッティング、ドットブロッ
ティング）などの原理や操作方法を身につけること
ができます。

2
③

60 2 〇 〇 〇

36 〇 細胞工学実験2

植物の細胞や組織の基本構造を理解し、植物ホルモ
ンが発芽、成長、分化に与える影響を、無菌培養を
通して学びます。また、アグロバクテリウム法を用
いた遺伝子組換え技術を習得します。これにより、
遺伝子工学の分野で不可欠な、遺伝子導入やPCRに
よる外来遺伝子の検出技術を身につけます。植物の
細胞や組織の基本構造を理解し、植物ホルモンが発
芽、成長、分化に与える影響を、無菌培養を通して
学びます。また、アグロバクテリウム法を用いた遺
伝子組換え技術を習得します。これにより、遺伝子
工学の分野で不可欠な、遺伝子導入やPCRによる外
来遺伝子の検出技術を身につけます。

2
⑤

60 2 〇 〇 〇

37 〇
リアルジョブプ
ロジェクト4

将来、実務において仕事を進めていくためには、専
門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コ
ミュニケーション能力などの「社会性（社会で活躍
する力）」を身につけていることが重要です。前期
に設定した課題をどのように解決していくのか、他
の学科や企業との連携もふまえ、その解決策の「企
画提案」に取り組んでいきます。

2
②

30 1 〇 〇 〇

38 〇 免疫学

生体の免疫機構の概念とその仕組みやこれに携わる
免疫担当細胞の機能を学習し、免疫学の基礎知識の
構築します。また、免疫担当細胞の詳細な機能を学
ぶことにより、免疫機構の異常が原因となるアレル
ギー性疾患の病態について理解を深め、治療薬の開
発の可能性について考えます。

2
③

30 2 〇 〇 〇



39 〇 食品衛生と健康

人が健康に生活する上で食品の衛生管理が極めて重
要であることを学んだ上で、食品衛生行政における
リスク分析手法、安全性確認に食中毒の分類と予
防、疫学の必要性と統計手法、添加物の必要性や安
全性、現代の食生活を取り巻く様々な問題点を学び
ます。

2
③

30 2 〇 〇 〇

40 〇
応用バイオ化学

実験4

本実習では、遺伝子工学の基本技術であるプラスミ
ド抽出、形質転換、電気泳動を学びます。具体的に
は、pGLOプラスミドを大腸菌に導入し、GFPを発現
させます。その後、抽出したDNAを制限酵素処理し
てアガロースゲル電気泳動で解析し、発現させた
GFPタンパク質をPAGEで解析することで、遺伝子操
作からタンパク質の発現・精製・解析までの一連の
プロセスを習得します。これにより、ゲノム・遺伝
子研究やバイオ産業で不可欠な遺伝子組換え技術の
基礎を身につけます。

2
③

60 2 〇 〇 〇 〇

41 〇 細胞工学実験1

細胞工学基礎実習で身に着けた細胞取り扱い技術を
さらに発展させ、動物組織からの細胞分離、初代培
養技術、細胞機能の解析法を学びます。

2
③

60 2 〇 〇 〇

42 〇
バイオ総合実験

1

これまで学んだ遺伝子（核酸）取扱い技術をもと
に、PCRを用いてさらに遺伝子を増幅、解析する技
術を学びます。一方、実際の生物素材と微生物を応
用した食品加工技術を学び、その品質分析を通して
材料組成及び加工技術と製品品質の関連性について
学びます。
また、医薬品も食品も最終的に各種包装容器にパッ
ケージされて利用されます。製品そのものがいかに
安全に作られていても、この包装容器の安全性が損
なわれていては意味がありません。この包装容器の
安全性評価法についても学び、医薬品・食品の安全
性管理の基本的考え方を身に着けます。
またこれまで学んだ実験分析技術を駆使して、各自
課題を設定し問題解決に向けた実験系を自ら構築
し、実験研究を実施します。

2
③

30 1 〇 〇 〇 〇

43 〇
リアルジョブプ
ロジェクト5

将来、実務において仕事を進めていくためには、専
門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コ
ミュニケーション能力などの「社会性（社会で活躍
する力）」を身につけていることが重要です。前期
までに自分たちで考えた解決策にしたがい、仲間と
ともに解決策の実施に取り組んでいきます。

2
④

30 1 〇 〇 〇

44 〇 栄養生理学

エネルギー代謝と栄養素の消化と吸収、栄養素の生
理作用、老廃物の排出、神経系・内分泌系による調
整などを学びます。後半には食生活がその一因とな
る、私たちの身近な問題である生活習慣病について
学びます。

2
④

30 2 〇 〇 〇

45 〇 食品加工と安全

高度化する食品加工技術に対する理解を深めること
を目的として、まず基本的な食品成分の変化と、そ
の防止を目的とした貯蔵原理、食品の安全性に関す
る考え方について学びます。さらに実際の主要な食
品素材を用いた加工技術・貯蔵技術についても学び
ます。

2
④

30 2 〇 〇 〇

46 〇 医薬品化学

本講義では、薬の定義や基本的特性、作用・副作用
のメカニズム、体内動態、様々な剤型などの基礎知
識を学んだ上で、化粧品、漢方薬、予防薬・ワクチ
ン、抗菌剤、放射性医薬品など多様な医薬品につい
て理解を深める。また、医薬品開発の現場の実際や
関連する法規制、品質管理の方法についても学習す
る。特に医薬品開発に関わる研究職・開発職それぞ
れの役割や、アカデミアと企業の連携についても触
れ、将来のキャリアパスを考える視点も提供する。

2
④

30 2 〇 〇 〇



47 〇
バイオ総合実験

2

これまで学んだ遺伝子（核酸）取扱い技術、細胞取
り扱い技術をもとに遺伝子を増幅、解析する技術、
細胞を取り扱い利用する技術を具体的に学びます。
また実際の生物素材と微生物を応用した食品加工技
術を学び、その品質分析を通して材料組成及び加工
技術と製品品質の関連性について学びます。
そしてこれらの実験分析技術を駆使して、各自課題
を設定し問題解決に向けた実験系を自ら構築し、実
験研究を実施します。ただしシミュレーション実験
のみの実験研究は不可とします。

2
④

90 3 〇 〇 〇 〇

48 〇
リアルジョブプ
ロジェクト6

将来、実務において仕事を進めていくためには、専
門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コ
ミュニケーション能力などの「社会性（社会で活躍
する力）」を身につけていることが重要です。、問
題解決に向け解決策の実施に取り組むとともに、年
度末に開催される学習成果報告会に向け、報告書お
よび発表資料の取り纏めを行います。

2
⑤

30 1 〇 〇 〇

49 ○
海外短期留学研

修1

海外提携校（米オハイオ・ドミニカン大学）におい
てESL（English as a Second Language）講座並び
に異文化コミュニケーションに関する実践的研修に
取り組む。

1
②

90 6 ○ ○ ○

50 ○
海外短期留学研

修2

海外提携校（米オハイオ・ドミニカン大学）におい
てESL（English as a Second Language）講座並び
に異文化コミュニケーションに関する実践的研修に
取り組む。

2
②

90 6 ○ ○ ○

51 ○
建築インテリア

海外研修1

西洋の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地（ヨーロッパ）に赴き空
間体験することで、西洋建築並びに都市計画に対す
る理解を深める。

1
⑤

90 6 ○ ○ ○

52 ○
建築インテリア

海外研修2

西洋の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地（ヨーロッパ）に赴き空
間体験することで、西洋建築並びに都市計画に対す
る理解を深める。

2
⑤

90 6 ○ ○ ○

53 ○ 国内建築研修1

日本の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地に赴き空間体験すること
で、日本建築並びに都市計画に対する理解を深め
る。

1
②

30 2 ○ ○ ○

54 ○ 国内建築研修2

日本の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地に赴き空間体験すること
で、日本建築並びに都市計画に対する理解を深め
る。

2
②

30 2 ○ ○ ○

55 ○ 国内環境研修1

東洋のガラパゴスとも呼ばれ、独特の地形地質、生
態系、生物多様性を保全する小笠原諸島に関し特別
集中講義を実施するとともに、実際に現地に赴きエ
コツーリズムを体験する中で、環境保全に対する理
解を深める。

1
⑤

60 4 ○ ○ ○

56 ○ 国内環境研修2

東洋のガラパゴスとも呼ばれ、独特の地形地質、生
態系、生物多様性を保全する小笠原諸島に関し特別
集中講義を実施するとともに、実際に現地に赴きエ
コツーリズムを体験する中で、環境保全に対する理
解を深める。

2
⑤

60 4 ○ ○ ○

56

期

週

合計 科目 1890 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

5

7

卒業要件：
卒業学年次生が学則上の必須科目のすべてを履修した場合に卒業を認
める。

履修方法：
当該科目の履修判定試験の６割以上の理解をもって合格とし履修終了
を認める。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）



２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。


